
決算書掲載頁　195

内
訳

通行の安全を確保するための交通安全施設（道路反射鏡、ガードレール、道路照明灯、区画線等）の良好な状態を維持
するために簡易な補修を行う。

道路パトロール等により現地調査を行い、安全施設の適正な管理を行う。道路照明灯については、今後ＬＥＤ化を進め維
持管理費の削減に努める。
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07

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

02第4章

目

的

総
合
評
価

妥当性

効率性

有効性

施策に対する
事業貢献度

根

拠

B

交通安全施設の適切な管理に努めている。

B

通行の安全を確保すべく交通安全施設
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通行の安全を確保するための交通安全施設（道路反射鏡、ガードレール、道路照明灯、区画線等）の良好な状態を維持
するために簡易な補修を行う。
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委託 昭和47年度以前 交通安全対策基本法第５条

交通事故のあった箇所や地元から改善要望のある箇所

道路パトロール等により現地調査を行い、交通安全施設の適正な管理を行う。道路照明灯については、今後ＬＥＤ化を進
め維持管理費の削減に努める。
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事業：交通安全施設整備・管理事業                                

１．交通安全施設の維持管理 

通行の安全を確保するための交通安全施設の良好な維持補修を行い、適正な管理に努めた。 

 (1) 交通安全施設の管理 

市内の市道において交通安全施設の修繕及び道路照明灯等の維持管理を行った。 

    道路照明灯６４０灯についてＬＥＤリース化を行い、光熱水費の削減に努めた。 

細事業：交通安全施設整備・管理事業                             

１．交通安全施設の維持管理 

    

  光熱水費（道路照明灯の電気料金）    １６，７８２，７２２円 

  修繕料（道路照明灯及びカーブミラー）   １，０４６，７４５円 

  原材料費                 ５，３２２，７６５円    

         合    計       ２３，１５２，２３２円 

 

 

 

 


